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W20b ASTRO-H搭載ガンマ線検出器用フライトSi-Padセンサーの性能評価
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2014年打上げ予定の次期X線天文衛星ASTRO-Hは観測帯域は 0.3-600keVで超新星残骸やブラックホール等
の観測をターゲットとしている。その中で 10-600keVの帯域をカバーする軟ガンマ線検出器 (SGD)は Si,CdTeを
用いたコンプトンカメラ (CC)とBGOアクティブシンンチレーターを用いた検出器である。CCはコンプトン運
動学により目標天体の位置を特定する。BGOアクティブシンチレーターはシールド自体を検出器とし視野外から
のバックグラウンドを低減することができる。これらの装置によりすざく HXDより 1桁感度の良い性能を目指
している。ASTRO-Hには SGDが 2台搭載される予定である。
CCに使われる Si-Padセンサーは、浜松ホトニクスにより 343枚の搭載型モデルが製造された。実際に使用す

る Si-Padは SGD1台につき 96枚であるので、2台分の 192枚を選定する必要がある。そこで、良いセンサーの
定義として、規格化した電流値の分散が小さいもの、センサーの全リーク電流が小さいものという基準を定め、
選定のためのランクづけを行った。さらに、各製造ロットから 1∼2枚を選んで、60Coのガンマ線照射を行ない、
照射前後での暗電流、容量、分解能、ブレークダウンを測定し、製造過程で問題がないことを確かめた。
本講演ではこれらの Si-Padセンサーのランクづけ及び評価試験について報告する。


